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【論文要旨】
　本研究の目的は，「過剰適応」の先行研究をレビューし，過剰適応がどのような概念として扱わ
れてきたのかを概観した上で，概念的検討の必要性を示すことである。文献検索の結果，62本の
過剰適応研究が抽出された。それらを検討した結果，現在の「過剰適応」概念は，外的適応と内的
適応という2側面から構成され，その2側面を反映する尺度が開発されてきていることが示され
た。他方，概念規定の問題点として，①外的適応／内的適応を一次元的に捉えているという問題，
②外的適応において主観的努力という視点が充分に明示されていないという問題，③外的適応に
「自己抑制」的傾向を含むべきかどうかについて，意見が分かれているという問題④内的適応の
指標として一般的な自尊感情を用いていることの問題，⑤外的適応と内的適応の順序をどのように
仮定するのかについて，意見が分かれているという問題，⑥類似概念との相違が曖昧であるという
問題，の6点が議論され，今後，それらを検討する必要性が述べられた。
【キーワード】過剰適応，外的適応，関係維持・対立回避的行動，内的適応，本来感
問題と目的
　現在，日本国民のこころの健康は著しい速度で悪化している。精神科領域ではうつ病の患者数が
急増しており，自殺者が30，000人を下回らない期間が継続している。他方，教育領域では不登校の
児童生徒が減少せず，暴力行為を呈する児童生徒の数も増加傾向にある。このように，さまざまな
領域において，心理的問題を抱える人々の増加が指摘されている。
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　このような問題を抱える人々に共通する傾向として，「他者に気を遣って，他者の都合を優先
し，言いたいことを我慢する」傾向があることが指摘されている（たとえば，川口，1988；大河
原，1997；河野，2003）。このような人々は，対人関係上の適応を重視し，それと引き換えにする
かのように，自分自身の欲求や願望の充足を我慢している人々であると考えられる。
　このような傾向は，「過剰適応傾向」と呼ばれている。これは，本邦では特別珍しい傾向ではな
いように思われる。しかし，近年，過剰適応傾向は，前述のようにさまざまな心理的問題に至る危
険因子であると捉えられており，臨床心理学や精神医学，教育学の領域で関心が高まっている。過
剰適応がさまざまな心理的問題の危険因子として仮定されるならば，過剰適応傾向を軽減すること
によって，心理的問題の予防につながる可能性が見込まれる。したがって，過剰適応は予防的介入
を検討するために有効な概念であると考えられる。
　しかし，過剰適応の研究はまだ始まったばかりであり，今後の検討を必要とする課題が累積して
いると考えられる。その課題の1つとして，概念的検討の必要性が挙げられるだろう。本研究で
は，これまでの過剰適応の研究を振り返り，過剰適応研究における概念的検討の必要性を考察する
ことを目的とする。
方　法
　文献の検索方法として，まず，SciVerse　Science　Directを利用した。1972年から2012年までの
英語文献を対象に，rover　adaptation（もしくはadjustment）」rexcess　adaptation（adjustment）」
を検索した結果，心理学分野の文献は抽出されてこなかった。このことから，欧米において，過剰
適応という概念はあまり知られていないことがうかがわれた。石津・安保・大野（2007）も，
Ovid　Psycho　Infoによって，1806年から2005年までの文献を扱いrover　adaptation（もしくはad－
justment）」「excess　adaptation（adjustment）」を検索した結果，日本人著者による2件の文献が
抽出されただけであった（しかもそのうちの1本であるAoki，　Ikemi＆lkemi（1982）は，日本人
の心身症の特徴として過剰適応を扱っていた）と報告し，「欧米において過剰適応という概念は一
般的ではないことが予測された」と記述している。筆者自身の経験としても，ハワイ大学の心理学
の研究者や学生に対して，「external　adaptationが過剰であり，　internal　adaptationが低下してい
る状態を，英語では何というのか」と尋ねたところ，相当する英語はないと返答されたという経験
がある。このように，過剰適応という概念は，少なくとも欧米圏では一般的でなく（おそらく，自
己の欲求や満足を抑制する様式が，適応的とはみなされないからであろう），本邦において注目さ
れている概念であると思われる。そこで，文献検索にあたっては日本語文献を中心に収集した。
　国立情報科学研究所によるciNiiを利用し，1979年から2012年までの文献を対象に，「過剰適応」
をキーワードとして検索を行った結果，62本の論文（学会発表を除く）が抽出された。また，検
索結果として反映されなくても，過剰適応の研究において重要と考えられる文献は，検索された文
献の引用文献から収集した。本稿では，これらの論文を，①過剰適応概念の萌芽の時期，②病前性
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格としての過剰適応に注目した時期，③過剰適応を主題として設定した時期という，3期に区分し
て紹介する。
結　果
①　過剰適応概念の萌芽の時期（1960年代～）
　心理学の文献において「過剰適応」という概念を最初に用いたのは，筆者の知る限り，北村
（1965）である。北村（1965）は適応理論を整理した著作の中で，適応に2つの側面があると述べ
た。1つは「社会的，文化的環境に対する適応」を表す「外的適応」であり，もう1つは「幸福感
と満足感を経験し，心的状態が安定」していることを表す「内的適応」である。北村（1965）は，
これらの適応を区別し，「外的適応が内的欲求の満足を犠牲にすることによって得られ，その結果，
内的な適応の異常が生ずる場合」を「過剰適応」と呼び，これは社会的環境への適応行動でありな
がら，心身の健康に不利をもたらすという意味で「不適当な適応とみなされる」として，「異常な
適応」の仕方の1つであると指摘した。
　後述するように，この指摘には，外的適応と内的適応が調和的状態にあることを適応とみなし，
外的適応が内的適応を損なうことによって調和が乱れた状態を過剰適応とみなす，現在の過剰適応
研究につながる視点が存在する。したがって，この文献は，現在の過剰適応概念の先駆けといえる
ものであったと考えられる。いわば，過剰適応研究の萌芽であるといえるだろう。
②病前性格としての過剰適応に着目した時期（1970年代後半～）
　（1）病前性格としての過剰適応の問題を指摘した一般的論説
　前項で紹介した北村（1965）は，「過剰適応」を「異常な適応」の一形態として位置づけたにす
ぎなかった。しかし，1970年代の後半以降，過剰適応は徐々に，心理的問題に至る要因の1つと
して取り上げられるようになった。当初は過剰適応の問題を社会的に啓発する文献として，サラリ
ーマソの抑うつや心身症の予防に焦点が当てられていたが，次第に子どもの学校不適応にも言及さ
れるようになっていった。本項で検討した文献の一覧をTable　1に記す。
　このように，過剰適応の危険性は，1970年代以降から現在まで，医学領域や臨床心理学の領域
で繰り返し指摘されてきている。このような指摘は，当初はサラリーマソの抑うつや心身症の発症
に警鐘を鳴らす目的で行われてきたが，やがて児童生徒の不登校を予防するためにも行われるよう
になった。したがって，これらは病前性格としての過剰適応概念に着目した論説であるといえる。
　②　病前性格としての過剰適応の問題を指摘した研究
　他方，過剰適応の問題を社会的に啓発する文献の登場とほぼ同じ時期に，学術的にも過剰適応と
心理的問題や行動上の問題との関連を研究する動きが起こった。本項で検討した文献の一覧を
Table　2に記す。
　この時期の研究の概念規定の特徴は，おおむね過剰適応を北村（1965）の「外的適応」の過剰
さの側面から捉えているが，過剰適応という概念が明確に定義されないままに論じられており，定
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Table　1　病前性格としての過剰適応の問題を指摘した一般的論説
No　著者　　年 対　象 過剰適応の定義の抜き出し（定義の明記がない場合は定義に準ずる記述の抜き出し） 概 要
1－01宮本　　1979　サラリーマソ
「適応の行きすぎ，必要以上の適応で，過剰適応
という名がつけられている」
「競争心に富み，精力的な努力家で，辛抱つよ
く，勤勉，几帳面，責任感がつよい，などが挙げ
られている」
心身症とうつ病がともに過剰適応な生活スタイルの
延長上に顕在化してきた病態であることを論じてい
る。また，現代社会に生活していると，知らないう
ちに適応の過剰を強いられると指摘し，現代人には
むしろ不適応が必要であると論じている。
1－02　田原　　1979　サラリーマン
宮本忠雄へのインタビューから，従来は適応できる
ことが健全であるといわれてきたのに対して，適応
しすぎるのも問題であることが次第に分かってきた
と指摘している。
1－03福島　　1981サラリーマン
「環境の要求・期待に，個人が完全に近い状態で
従おうとする結果，個人の主体性や私性が大幅に
損なわれてしまった場合」
完全に個人の欲求を満足させたり，完全に組織の期
待や要請に応えたりすることは，理想ではなく，そ
の背反する二要素のバランスを主体的に調節するこ
とが，望ましい「適応」であると論じている。
　　　　　　　　　Aさん，47歳，
1－04柴田　　1984男性，サラリーマ
　　　　　　　　　ン
「Aさんの場合は，…本人は意識しないながらも
彼の所属する組織へ自我を過剰に一体化させてい
た…Qこの心の構えを過剰適応状態と呼んでいる」
過剰適応しないために必要なこととして，心のゆと
りをもつことと，所属する組織以外の人たちとの付
き合いを大切にすることを挙げている。
1－05峰松　　1999サラリーマソ「度を過ぎた適応を過剰適応といいます」
過剰適応的な性格特性は現代社会においてとても理
想的であるが，度を過ぎた適応を続けているとパテ
てしまうと指摘している。
　　　　　　　　　①A子，中2，
　　　　　　　　　　不登校1－06　高田　　1999　　　　　　　　　②B子，小1，友
　　　　　　　　　　達と遊べない
「周囲の人がいいと思うものを取り入れて自分を
作っているのである。ある部分これは普通の発達
である。…これが過剰になるときに，「いい子」
の問題が起きてくる」
過剰適応的な子どもにとって，「自分はこれでい
い，このままで価値がある」という感覚を得ること
が重要で，そのためには，過剰適応的な「偽りの自
己」につき合っていくことが必要であると指摘して
いる。
1－07　田中　　2001サラリーマン
「この“働く意欲”とは，私生活を犠牲にしても，
積極的に会社のために働きたい意欲を意味してお
り，…」
「“仕事や家族の問題で悩みが山積みであるにも関
わらず，働く意欲は強い”“いらいらや不安，疲
労感は強いにも関わらず，働く意欲は強い”者，
つまり過剰適応」
過剰適応していると思われる者が単身赴任者の4
分の1から3分の1を占めていたことを指摘し，
単身赴任生活によって勤労者が過剰適応的になる危
険性を指摘している。
1－08　田中　　2006　中学生
「生徒たちがあまりにも「イイ子」を．一生懸命演
じすぎてはいないかということである。いわゆる
過剰適応の傾向」
特に相談があって来室するのではない一般の生徒た
ちの中にも，過剰適応と，それに由来するストレス
状態が存在することを指摘している。
1－09菅 　　　A子，2008　　　校
　　　　　「勉強がよくできるだけでなく，担任の指示をき
小5，不登　ちんと守り，与えられた役割を率先して果たし，
　　　　　クラスメートと決してトラブルを起こさない子ど
　　　　　もであった」
過剰適応的な子どもが，他者に配慮しすぎなくても
大丈夫という感覚を得るためには，自分の本音を表
現できるようになることや，自分のちょっと好きな
ものやどちらかといえば嫌いなものを安心して語れ
る雰囲気を作ることが必要であると論じている。
1－10　村久保　2008　児童生徒 「自分を押し殺して周囲にあわせ過ぎる傾向」
過剰適応的な子どもが，自分を押し殺して周囲に自
分をあわせ，感情や願望をないがしろにしていた
り，自分を押し殺していることにも気づかずに，自
分の気持ちでやっていると思い込んでいたりする可
能性を指摘している。また，彼らへの援助の過程で
は，彼らが自分自身の過剰適応に気づくことや，過
剰適応しなくても大丈夫という確信や安心を与える
こと，人づきあいの仕方や自分の気持ちの言い表し
方を表す技術を教えることが，有意味であろうと論
じている。
義が曖昧であることだと考えられる。本項で概観した研究において，どのような特徴が「過剰適応」
とみなされているのかを確認すると，「真面目，仕事中毒，模範的，頑張り屋，他人に気を遣う，
自己犠牲的」（小林ら，1994）という特徴，「とりつかれたように」仕事をする傾向，「頼まれたら
断れないお人好し性格」（沼田，1994）などの特徴であるとされている。これらはいずれも，環境
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Table　2　病前性格としての過剰適応の問題を指摘した研究　1
No　著者　　年　　種別 対　象 過剰適応の定義の抜き出し（定義の明記がない場合は定義に準ずる記述の抜き出し） 概 要
2－01　谷
　　　　　言語発達遅滞が極め
　　　　　　て高度で，明らかな1982事例　　　　　　聴力損失がない就学
　　　　　　前児童10例
「社会適応を過剰に要求された過剰適応」
過剰適応を目指す治療が言語発達を遅らせるば
かりでなく，いたずらや暴力的反抗，ぜんそく
発作の再発など，さまざまな問題を生じる可能
性があることを指摘している。
　　　小林・
2－02　　　古賀ら
　　　　　　各種自律神経症状を
　　　　　　訴え各診療科受診し
1994調査た46名。平均37：7
　　　　　　歳。過剰適応を要因
　　　　　　とする職場不適応。
「真面目，仕事中毒，模範的，頑張り屋，
人に気を遣う，自己犠牲的」
　　外来診察時，個別にロールシャッハ・テストと
　　P－Fスタディーなどを実施した結果，過剰適
　　応的な適応様式は外的適応に向けての努力であ?
　　り，内的適応には必ずしも成功していないこ
　　と，過剰適応する人々は自己の内面の幼児性や
　　醜い部分に直面化することに抵抗が強いと思わ
　　れることを報告している。
　　　中野・
2－03　　　坪井ら
　　　　　①50歳，男性，消化
　　　　　　性潰瘍，うつ状態
1994事例②52歳，男性，過敏
　　　　　　　性腸症候群，成入
　　　　　　　病
「自分自身を職場環境に適応させるための過
剰な努力」
①では，クライアソトに行動修正のガイダンス
を行い，症状を軽快することができたが，その
後クライアントは外来での生活指導を拒否して
しまったことを報告している。また，②では，
クライアントは望しいライフスタイルや治療の
継続に強い関与を示し，入院中は節制した生活
を送り症状全体が軽快したが，退院後は1ヵ
月で治療前の状態に戻ってしまったことを報告
している。以上を踏まえて，過剰適応的な生活
様式の変容が困難であることを指摘している。
2－04　沼田
　　　　　①57歳，男性
　　　　　②65歳，男性
　　　　　③62歳，女性1994事例　　　　　④68歳，男性
全員，冠攣縮性狭心
症
「過剰適応のため，とりつかれたように仕事
をしており，慢性的なストレス状況であると
考えられた」
「頼まれたら断れないお人好し性格（過剰適
応）」
4症例は過剰適応でもありアレキシサイミアで
もあったことを報告している。また，①や②で
は，クライアントはストレスの原因となる仕事
や役割を辞めることによって発作の増悪が減少
したが，④では，発作が治まるとふたたび過剰
適応的な生活に戻ってしまったことを報告して
いる。
　　　殿岡・
2－05　　　大島ら
　　　　　40から70歳までの狭1994調査　　　　　　心症患者83名
「自己抑制他者適応の心的構えは，伝統的な
価値観と相まって深く条件づけられた日本的
特性でもあるが，本研究では有意病変群にこ
の過剰適応ともいうべき傾向が著しくみられ
た」
エゴグラムのNP／CPを他者肯定性，　AC／FC
を自己否定性と仮定し，それらの合計を過剰適
応の指標として，有意病変の有無，危険因子と
の関連やCMI，　SDSとの関連を検討した。そ
の結果，有意病変群は他の2群（スパスムス
群，および非定型的胸痛群）より有意に過剰適
応的であり，他者肯定性は自己抑制性よりも深
く病変に関わることを示唆している。
2－06　村山　　1995　総説　小児心身症 「家族や他人のことを良く考える優しい子，　小児心身症の病前性格として一番多いのは「過良い子」　　　　　　　　　　　　　　　剰適応」であると論じている。
　　　　　　　　　　　　14歳，男子，全身の2－07　入江　　1996　事例　　　　　　　　　　　　運動性チック
「患者は，典型的な心身症によく見られるよ
うな，いわゆるよい子で，幼少時から子供ら
しい欲求や感情を抑圧し，周囲からの期待を
敏感に感じとり，過剰適応をし続けていた」
過剰適応な心身症の子どもへの援助において，
母親に，患者の心身症的側面や，抑圧されてい
る子どもらしい感情の自由な表出の重要性，失
敗の受容の必要性を説明し，チックの症状を強
制的に止めないように指示する援助を行ったと
ころ，症状が軽快した事例を報告し，子どもの
過剰適応傾向を緩和するために，親へのアプロ
ーチが重要であることを指摘している。
　　　佐藤・　　　　　　　1996事例2－08　　　杉山ら
入院中の心身症患者
131名
「過剰適応（hyperadaptation）の研究では，
患者は過活動，時間切迫，情動や身体感覚を
感じることの欠如によって特徴づけられる」
エゴグラムのAC尺度を過剰適応傾向の指標と
して，MMPIとドーパミン作動系機能に関連
する心理・行動特徴を測定する質問項目との関
連を検討した。その結果，心身症患者は過剰適
応傾向をもちストレスを感じやすいが，ドーパ
ミン作動系の無反応群は正常反応群に比べて，
日常生活におけるストレスをあまり認知してい
ないことが示されたことを報告している。
　　　川原・2－09
　　　山本ら
　　　　　　成人型アトピー性皮
　　　　　　膚炎（AD）患者481997調査　　　　　　例，平均25．9±6．6
　　　　　　歳
TEGのAC尺度を過剰適応傾向の指標として，
AD患者における過剰適応傾向を検討した。そ
の結果，AD患者のAC得点は70パーセソトタ
イル付近とやや高い得点となり，先行研究同様，
AD患者に過剰適応的傾向が認められることを
報告している。
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No著者年種別 対　象 過剰適応の定義の抜き出し（定義の明記がない場合は定義に準ずる記述の抜き出し） 概 要
　　　高橋・
2－10　　　奥瀬ら
　　　　　心身症患者292名，
　　　　　男性平均34．9±9．51997調査　　　　　歳，女性平均32ユ±
　　　　　11．1歳
エゴグラムのAC得点を過剰適応の指標とし
て，心身症患者の特徴を検討した。その結果，
心身症患者の特徴として，外界への適応努力と
感情抑制，また自己表現をめぐる問題など，過
剰適応傾向が見られたことを報告している。ま
た，過剰適応が，特に神経性過食症や過換気症
候群，神経性嘔吐と関連することを示唆してい
る。
　　　判田・
2－11　　　美根ら
　　　　　①兄，36歳，男性
1999事例②弟，32歳，男性
　　　　　いずれもCTohn病
「自己主張を抑え，周囲の意思をより尊重す
るため自らの心身の疲労，疲弊状態に気づか
ない，また気づいてもそれを省みない性格特
性」
①②において，幼児期の長兄の喪失体験や
workaholicという生活様式に加えて，職場や
家庭における過剰適応傾向の強さという性格特
性を共通に認めたことを報告し，それらの心理
社会的因子がCrohn病の発症および経過に強
く関与した可能性を示唆している。
　　　柏瀬・　　　　　　1999総説2－12　　　加藤
痙性斜視の人々について，攻撃性や欲求不満を
発散できず，努力してきたが，これ以ヒ頑張る
ことはできないという過剰適応状況にあると論
じている。
　　　　　　　　　調査　　　安水・　　　　　　1999　及び2－13　　　橋爪ら　　　　　　　　　事例
女性乳がん患者50
名，平均49．8±9．0
歳，健常女性24名，
平均43．3±10．2歳
【症例1】
「心理社会的背景：家事と家業手伝いのため
睡眠時間は5時間しかとれない。夫には気
を遣い，思ったことが言えない」
「面接時の印象：温厚，感情抑圧的．過剰適
応傾向」
【症例2】
「面接時の印象：人生に対し投げやり，感情
抑圧的。過剰適応傾向」
FC，　AC得点の比率を過剰適応傾向の指標と
して，女性乳がん患者と対照群との得点を比較
した。また，患者群にイソタビューを行った。
得点を比較した結果，患者群はAC＞FCパタ
ーンを示したが，対照群はFC＞ACパターン
を示したと報告している。また，イソタビュー
の結果，患者群は不安や抑うつを抱いているに
もかかわらず，それらの感情を無意識に抑圧し
て，表面的には善良な社会人として振る舞う傾
向が確認されたと報告している。これを踏まえ
て，乳がん患者には，過剰適応傾向が見られる
と考察している。
　　　　　　　　　　　　19歳，男性，非行，2－14　廣井　　2000　事例　　　　　　　　　　　　居場所がない
「自分自身であることを二の次にして，相手
の期待に応えることを優先する態度は，福島
（1981）による過剰適応の概念で説明できる」
過剰適応的なクライアントへの援助において，
クライアソトが「居場所がある」という感覚が
得られて初めて，自分らしくあるための心理的
作業に取りかかれたように見えたことを報告
し，過剰適応的なクライアントとの面接では，
面接者は彼らの「居場所がない」不安を扱うの
がよいことを示唆している。
　　　井上・　　　　　　2000事例2－15　　　皆川ら
24歳，女性，過敏性「自己主張をせず集団にあわせてきた自らの
腸症候群　　　　　　適応機制」
過剰適応的なクライアントへの援助において，
心理劇を導入したところ，自身の過剰適応的な
適応様式を振り返って修正の努力をするように
なり，過剰適応してきた職場を退職し，症状が
減少したことを報告している。
　　　　　　　　　　　　23歳，女性，摂食障
2－16　木戸　　2001事例　害，異文化での適応
　　　　　　　　　　　　障害
「いろいろなことに挑戦し，勉強も社会活動
も積極的に参加」
「過剰適応の優等生」
過剰適応的なクライアントへの援助において，
共感と支持を繰り返し，自己開示　エソパワー
メント，心理教育，外在化を行った結果，症状
が軽快した事例を報告している。また，この過
程は，両親が理想の両親でないことについての
喪失感をもたらした一方，理想の自分になれな
くてよいという自己受容の過程になったと考察
している。
　　　奥瀬・　　　　　　20⑪1総説2－17　　　岩田
40歳，女性，主婦，
軽症うつ病 疲弊（過剰適応，頑張り過ぎ）
最近の軽症うつ病は，過剰適応の結果，生じて
いると指摘している。
2－18杉原
　　　　　大学3年，男性，限
2001事例　定された恐怖症（不
　　　　　安神経症）
「学生相談において，学業をはじめとする社
会的達成の領域における適応には何ら問題が
なく，むしろ優等生と言える学生の相談にし
ばしば携わってきた。tttこうしたむしろ過剰
適応的と呼ぶことがふさわしい青年は，…」
過剰適応的なクライアントへの援助において，
親との同一化から距離を取り，ほどほどの結果
で満足できるようになることが目標になると論
じている。反面，過剰適応的な行動様式の緩和
が治療目標として適切だとしても，過剰適応的
な適応様式の価値や意味に挑戦し，それを揺る
がすような働きかけは，するべきではないと指
摘している。
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　　　橋爪・
2－19　　　宮田ら
　　　　　　心療内科で加療中の
　　　　　　喘息患者100名，ア
2002調査　トピー型（A群）62
　　　　　　名，非アトピー型
　　　　　　（N群）38名
TEGのFC，　AC尺度を過剰適応傾向の指標と
して，A群とN群の比較した。その結果，　A
群はFC＞ACであり，　N群はAC＞FCであっ
たことを報告し，N群は対人関係において，
より過剰適応する傾向にあると論じている。
　　　中井・
2－20　久保木　2002調査
　　　ら
摂食障害を専門とす
る23病院から回収さ
れた女性患者975名
「摂食障害の臨床像についての全国調査」の結
果，過剰適応的だとみなされる摂食障害患者が
多いことを報告している。
2－21前田 　　　　　　31歳，男性，鼻閉2002事例　　　　　　（鼻アレルギー）
「エゴグラムチェックリスト（ECL）では
AC（順応したchild）が高く，A（合理的，
主体的な判断）は低く，周囲に過剰適応して
いるように思われる」
過剰適応的なクライアントへの援助において，
訴えを認め支持しつつ，原因と現症の関連を丁
寧に説明することで患者一医者関係を維持した
ことや，訴えに根気よく対応したことが，効果
的であったことを示唆している。
　　　　　　　　　　　　30歳，女性，2－22　深尾　　2003　事例　　　　　　　　　　　　ウ病
　　　　「母や姉から用事を言いつけられることが多
　　　　かったが，頼まれるといつも断らず引き受け
　　　　ていた」
　　　　「現在バイトしている市役所でも，頼まれた
バセド　　　　仕事は絶対断らず，疲れていても必ずその日
　　　　のうちにこなそうと無理していた」
　　　　「友人関係でも，表面上は明るく振る舞って
　　　　いたが，もっぱら相手の話を聞くだけで，自
　　　　分の話をすることはまずなかった」
過剰適応的なクライアソトへの援助において，
クライアソトが自らの過剰適応様式の問題に気
づき，感情を発散できるようになるに従って，
行動変容が見られたことを報告している。
　　　　　　　　　　　　中年女性，2－23　橋本　　2003　事例　　　　　　　　　　　　ル依存症
　　　　　「機能不全家族で育ったアルコール依存症者
　　　　　は．…依存や保護など自分のニーズを満たす
アルコー　ことよりも親のニーズや期待を読みとり，過
　　　　　剰な責任感を背負ったり，調整役を担った
　　　　　り，順応するなど，過剰適応や早すぎる自立
　　　　　を要求される」
過剰適応的なクライアントへの援助において，
過剰適応的な認知・行動様式は簡単に変容する
ものではないので，過剰適応それ自体を問題視
するのではなく，その適応力を「強さ」と見て，
問題解決に有益な滋養的環境を形成することが
重要であると指摘している。
　　　板倉・
2－24　　　遠藤ら
　　　　　　絶食療法を施行した2003調査　　　　　　思春期例35例
絶食療法が，過剰適応的なクライアントへの援
助に有効であると論じている。
　　　　　　　　　　　　中2，女子，夜遊び　吉川・　　　　　　　2003事例2－25　　　　　　　　　　　　がやめられない阪 「幼少期から無理をして頑張っていた」
反社会的・過剰適応的なクライアントへの援助
では，家族で本人の社会適応のための再学習を
サポートすることができるよう工夫することに
よって，本人が意思決定できるようになり，早
期に問題解決が図れる可能性があることを指摘
している。．
2－26堀 2006　事例　小5，女子，不登校
「新版精神医学事典（加藤ら，1993）では
「対人関係を含む社会環境への適応の仕方に
おいて，必要以上に過剰に適合した状態を指
していう。…心身症の患者は，むしろ真面目
人間，仕事中毒症，模範的，頑張り屋，人か
ら頼まれると嫌といえない，他人によく気を
遣う，自己犠牲的，よい子などと表現される
ような過剰適応の傾向が多く認められる」と
説明している」
過剰適応的なクライアソトへの援助において，
面接者がクライアソトの投影を引き受けるコン
テイナーとなり，転移・逆転移を通してクライ
アントの内的な世界を理解し続けたことが，ク
ライアントの本当の自己の再生に貢献した，と
考察している。
　　　天野・　　　　　　　2007調査看護師790名2－27　　　酒井ら
「ACとは，協調性，依存性の自我状態であ
り，これが高いと過剰適応といわれ，自己主
張ができず，自我の葛藤状態を招きやすいと
考えられている」
エゴグラムのAC尺度を過剰適応傾向の指標と
して，インシデソト発生件数の多い群（H群）
と少ない群（L群）を比較したところ，H群の
方がL群よりもACの値が有意に高いことが
確認されたと報告している。
2－28　小山　　2008総説
「内面的な怒りや葛藤を無意識化に抑圧した
り，身体の警告として発せられている終痛や
疲労感をがまんして無理をかさねる（過剰適
応）」
心身症患者は，失感情症，失感情言語化症，失
対感症という特徴のために過剰適応となり，さ
まさまな身体の不調をきたす心身症を呈すると
考えられること，治療の中心は患者に「心身相
関」の気づきを促し，新しい適応様式を獲得し
てもらい，セルフコントロールできるようにす
ることであると論じている。
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　　　村上・　　　　　　2010総説2－29　　　松野ら
綿維筋痛症の痛みや多彩な症状は怒りや恨み，
不安，破滅的で抑うつ的な気分に影響されるこ
と，それらの情動の形成に関与する要因の1
つとして過剰適応的なライフスタイルがあるこ
とを指摘している。
2－30　飯田　　2011　総説
「桑山（2003）は，…過剰適応的な状態とは，
外的適応が過剰なために内的適応が困難に陥
っている状態・・。つまり，過剰適応とは自己
主張ができず，自分の意志や体力に反して適
応努力を続けること」
「性格としてよく指摘されるのは，親や大人
の言うことを従順に聞き，勉強もできて手の
かからない，いわゆる「よい子」である」
「五月病」にみられる症状が，過剰適応の結果
としての一過性の心身疲労状態と理解しうるこ
とを指摘した。また，彼らが過度な適応努力を
やめて，外的適応と内的適応のパラソスを取れ
るようになるためには，「新しい環境に無理し
て適応しようとしなくてよい」というメッセー
ジを伝えることや，自分の意志や感情の大切さ
に気づくような関わりを時間をかけて実施する
こと，リラクゼーショソや自律訓練法，アサー
ショントレーニング，認知行動療法などを取り
入れることが有効であると論じている。
　　　　　　　　　　　　15歳，女子，2－31小海　　2011事例　　　　　　　　　　　　障害
　　　「母親がどう感じるかを敏感に察知し，自分解離性　　　の感情や願望は遠ざけ，母親に過剰適応する
　　　　ことで現実適応してきた…」
過剰適応的なクライアソトへの援助において，
面接者がクライアントの症状や問題行動をクラ
イアントの一部として捉え続け，ラポールを築
くこと，クライアント自身も面接者も圧倒する
クライアントの「怒り」に対しては，面接者が
「不退転の壁」となることが重要であったこと
を考察している。
　　　森下・
2－32　　　高橋
　　　　　　　　　　　　　　　「事業拡大に伴う多忙さから残業が100時間／
　　　　　　　　　　　　　　　月を超えた」「誰にも相談せず，むしろ「こ
　　　　　　　　　　　　　　　れではいけない」と自身に言い聞かせ仕事に
2011事例　27歳，女性適応障害　執着した」
　　　　　　　　　　　　　　　「ストレス因子により過剰適応行動が強化さ
　　　　　　　　　　　　　　　れストレス耐性の破綻をきたし，多彩な身体
　　　　　　　　　　　　　　　　心理的症状を呈したと考えられた」
過剰適応的なクライアソトの援助において，自
己主張の苦手や否定的な認知の仕方が見られた
ため，それらを適切に変容させることを目指し
たが，非機能的思考の変容に多大な心理的リス
クを負うと思われたため，自動思考の明確化や
修正を繰り返し行う必要があったことを報告し
た。
に対する適応行動であり，北村（1965）のいう「外的適応」にあたると考えられる。すなわち，
ここでは過剰適応とは，外的適応が強すぎることだといえる。
しかし，これらに共通しているのはその点のみであり，本項で概観した研究における過剰適応の
定義は，それぞれの研究老が独自の言葉で行っていることがほとんどである。これらの研究の中
で，先行研究を踏まえた定義を採用している研究は，福島（1981b）を踏まえた廣井（2000），石
川（1993）を踏まえた堀（2006），桑山（2003）を踏まえた飯田（2011）の3本しかない。さら
に，Table　2で挙げた文献のうちの7本は，「過剰適応とはどのような状態か」についての記述が
存在しないにもかかわらず，クライアントに過剰適応傾向が見られたと報告している研究である
（川原ら，1997；高橋，1997；柏瀬ら，1999；橋爪ら，2002；中井ら，2002；板倉ら，2003；村
上ら，2010）。このように，本項で概観した研究は，過剰適応の概念規定が研究者ごとにさまざま
であり，定義が曖昧である。
また，過剰適応の概念が曖昧であることに関連して，その測定方法も多種に渡っている。本項で
紹介した事例研究では，研究者（臨床家）がクライアソトとの関わりにおいて，彼らに外的適応の
過剰さを認めたときに過剰適応的であると論じており，研究者が主観的にクライアントを過剰適応
的であると判定している。他方，調査研究では，エゴグラムによって過剰適応傾向を測定しようと
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しているが，その方法はAC尺度そのものを指標とする方法（佐藤ら，1996；川原ら，1997；高
橋ら，1997；天野ら，2007），AC尺度とFC尺度の比率を指標とする方法（安水ら，1999；橋爪
ら，2002），AC尺度とFC尺度の比率に加えて，　CP尺度とNP尺度の比率も指標とする方法（殿
岡ら，1994）という，3つの方法が混在している。
　このように，本項で概観した研究における過剰適応概念は，何らかの外的な適応行動の過剰さを
過剰適応とみなしているが，概念規定が曖昧である。また，過剰適応傾向を直接的に測定する尺度
は存在せず，それぞれの研究者がエゴグラムを指標として活用しようとしてきたが，統一的な見解
が得られていないことが指摘できる。
③過剰適応を主題として設定した時期（2000年代～）
　前項では，過剰適応が心理的困難や問題行動を生じる要因の1つとして扱われてきたことを振
り返った。その後，過剰適応の問題が指摘されるようになるにつれて，次第に過剰適応を主題とし
た論文が現れてきた。これらは，これまでのように外的適応の過剰さという側面だけでなく，内的
適応の低下という側面からも過剰適応を捉えようとするものだった。文献の一覧をTable　3に記す。
　この時期の研究の概念規定の特徴は，過剰適応を外的適応の側面からだけではなく，内的適応の
側面からも捉える定義が，一般的になってきていることであろう。本節で概観した研究において，
過剰適応の定義として頻繁に引用されているのは，桑山（2003）や石津（2006）の定義である。
桑山（2003）による定義とは「過剰適応的な状態とは，外的適応が過剰なために内的適応が困難
に陥っている状態」というもので，これを採用している研究には金築ら（2003），大嶽ら（2005），
飯田（2011），臼倉ら（2012）がある。また，石津（2006）の定義とは「環境からの要求や期待に
個人が完全に近い形で従おうとすることであり，内的な要求を無理に抑圧してでも，外的な期待や
要求にこたえる努力を行うこと」というもので，これを採用している研究には石津ら（2007），石
津ら（2008），石津ら（2010），石津（2012）のほか，加藤ら（2011），尾関（2011）がある。
　さらに，これらの定義を踏まえていなくても，本項で紹介した研究における過剰適応の定義の多
くは，外的適応だけでなく内的適応にも焦点を当てた定義となっており，「外的適応が強く内的適
応が損なわれた状態」を表しているという点で，これらに類似した内容となっている（たとえば，
小野ら，2005；山田，2010）。このように，本節で概観した研究における過剰適応の定義は，その
多くが「外的適応が強く内的適応が損なわれた状態」を表しているといえる。
　また，過剰適応を外的適応と内的適応の2側面から捉えようとする考え方は，過剰適応傾向を
測定する尺度にも反映されているように思われる。本項で紹介した研究において，よく使用されて
いる過剰適応傾向の指標は，桑山（2003）の過剰適応尺度や，石津（2006）の過剰適応尺度であ
る。桑山（2003）の過剰適応尺度は，因子分析の結果，「対他的側面についての特徴」を表す「対
他因子」と，「対自的側面についての特徴」を表す「対自因子」という2側面が抽出されることが
明らかにされている。また，石津（2006）の過剰適応尺度は5因子構成であるが，高次因子分析
を行うと，「他者志向的で主に行動レベルから捉えられる」外的側面と，「個人の特性的な内的側面
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　　　　　　　　　　　　女子高校生4033－01桑山　　2003調査　　　　　　　　　　　　名
「“よい子”＝“過剰適応の子ども”」
「過剰適応的な状態とは，外的適応が過剰なた
めに内的適応が困難に陥っている状態」
独自に作成した過剰適応尺度をその指標として，
P－Fstudyとの関連を検討した。因子分析の結
果，過剰適応尺度から「対他因子」と「対自因子」
の2因子を抽出している。また，過剰適応傾向
の高い人は低い人よりも外責反応が少ない一方，
自責・無責反応が多く，これらには対他因子が関
連する可能性を指摘している。
　　　大谷・
3－02　　　　　　2004　調査　高校生1144名　　　松永
競争的達成動機を過剰適応の指標として，統制志
向性，無気力，自尊心，自己防衛，学習目標との
関連を検討した。その結果，学習場面の過剰適応
傾向が，「自己防衛」を介して間接的に無気力に
陥りやすくする可能性を示唆している。
　　　小野・3－－03　　　　　　2005調査　　　宮本
　　　　　　　「過剰適応を外的適応が重視され，内的適応が
　　　　　　　優れないアンバランスな状態」
　　　　　　　「“よい子”とは表面的には素直に大人の言うこ
公立中学生345　とを聞き，実行し，成績がよく，明るく元気に
名　　　　　　　振舞う適応的な面と，自分が何を感じ，何をや
　　　　　　　りたいのかを明確にできないという面がある。
　　　　　　　　・そのような“よい子”を過剰に適応している
　　　　　　　子どもとして捉え，…」
過剰適応尺度（桑山，2003）をその指標として，
Parents　Teachers　Friends絵画欲求不満テストと
の関連を検討した。その結果，過剰適応的な態度
は外界との摩擦を避けようとする行動と関連する
と報告している。また，過剰適応者には親子関係
の問題が存在する可能性を指摘している。
　　　大嶽・
3－04　　　五十嵐 2005　展望
「“いい子”・“よい子”と過剰適応を同義のもの
として扱う」
「過剰適応の場合，外的適応は高いが，それが
過剰なために内的適応が困難に陥っているとい
う適応のバランスが崩れている状態と位置づけ
られる（阿子島・伊澤，1999；小林ら，1994；
桑山，2003）」
過剰適応との関連が推測される要因について概観
し，身体的，心理的，社会的要因があることを指
摘している。また，各要因について，身体的要因
では性別，身体的（器質）要因，身体的（機能的）
要因があること，心理的要因は，内的満足感と外
的評価の2カテゴリーに分かれ，内的満足感に
は自己に対する感情体験や，パーソナリティとそ
れに近接した要因が含まれること，外的評価には
他者志向的行動や自己呈示，対人関係におけるさ
まざまな感情体験が含まれること，社会的要因で
は家庭や学校，地域，文化に分けられることを論
じている。
3－05鳥越　　2006調査　中学生848名
意識調査の結果，子どもたちは学校の勉強に関し
て義務感・強迫感を感じつつ，クラスでの人間関
係に気を遣っている様子であったことを報告し，
彼らは過剰適応しているのではないかと考察して
いる。
　　　石津・3－06　　　　　　2007　調査　中学生1456名　　　安保
「「両親や友人，教師といった他者から期待され
ている役割・行為に対し，自分の気持ちは後回
しにしてでもそれらに応えようとする傾向」で
あり，内的な欲求を無理に抑圧してでも，外的
な期待や要求に応える努力を行うこと（石津，
2006）」
「過剰適応の一形態としては「よい子」が考え
られるが，…」
過剰適応尺度（石津，2006）をその指標として，
子ども用抑うつ自己評価尺度との関連を検討し
た。その結果，過剰適応の下位尺度と抑うつ傾向
との間には弱～中程度の関連が見られたことを報
告している。
　　　石津・3－07　　　　　　2007展望　　　安保ら
「大人や重要な他者が期待する適応（外的適応）
に応えるために，内的欲求や感情を抑制する傾
向」
過剰適応的な適応方略は，欧米では適応的と見な
されることがないため，過剰適応は日本特有の概
念であると論じている。また，subjective　over－
achievementとの相違では，社会集団への過剰な
適応努力という対人関係の視点を想定していない
点で異なるが，周辺環境からのプレッシャーや期
待にどのように応えるのかという点や，その結果
としての不適応の危険性という点で類似している
と考察している。また，従来の過剰適応が，教師
や親から見た場合には適応的か非適応的なのかを
区別することが困難であることを踏まえ，過剰適
応の定義を明確にすることの必要性を論じている。
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?
　　　　　　　　　　　　大学生220名お
3－08鈴木　　2007調査　よび大学生251
　　　　　　　　　　　　名，高校生55名
「本研究では，「よい子」を包括し，さらに青年
期を対象とする概念として「過剰適応」を用い，
tt・v
独自に開発した過剰適応傾向尺度をその指標とし
て，自我同一性との関連を検討した。因子分析の
結果，「自己不全感」「他者志向」「責務強迫」「自
己抑制」の4因子を抽出している。また，相関
分析の結果，過剰適応傾向にあるものは自我同一
性の感覚が希薄な状態にあることを示唆している。
3－09上村　　2007調査　大学生124名
「伊藤（1995）は，…社会指向性も，主体性や
能動性が低い場合は，他者への一方的な依存や
過剰適応といった未熟な対人関係を示すことに
なるという」
他者志向性ネガティブ尺度（伊藤，1995）を過
剰適応の指標として，自己・他者受容性との関連
を検討した。その結果，自己受容が低く，他者受
容が高い者に，過剰適応傾向が強く見られたこと
を報告している。
　　　　　　　　　　　　公立中学生5243－10柏原　　2008　調査　　　　　　　　　　　　人
「いわゆる「よい子」は過剰適応（over－adap－
tation）状態にあり，外的適応が非常に高く，
内的適応がそれに釣り合っていない状態にある
子ども，と考えられる。本研究では，「よい子」
を過剰適応状態にある子どもと定義し，…」
桑山（2003），大嶽・五十嵐（2005）の尺度を参
考に，独自に抑制傾向尺度を開発し，抑制傾向を
過剰適応の外的適応，アイデンティティ確立の程
度を内的適応の指標とした。分析の結果，抑制傾
向の高い群は低い群よりアイデンティティの発達
が抑えられていることを示唆している。
　　　石津・
3－11　　　安保 2008　調査　中学生650名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　過剰適応尺度（石津，2006）をその指標として，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　過剰適応の構造を検討し，学校適応感やストレス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反応との関連を検討した。因子分析の結果，内的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　側面は過剰適応者が示す性格特徴から構成され，
「環境からの要求や期待に個人が完全に近い形　外的側面は外的適応を維持・向上させる適応方略
で従おうとすることであり，内的な欲求を無理　から構成されることを示している。また，パス解
に抑圧してでも，外的な期待や要求に応える努幽析の結果，内的側面は学校適応感に負の影響を与
力を行うことである（石津，2006）」　　　　　え，ストレス反応に正の影響を与えるが，外的側
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面はストレス反応だけでなく学校適応感にも正の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　影響を与えることを示し，過剰適応的であること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が非適応的とはみなせない可能性があることを考
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　察している。
　　　石津・
3－12　　　安保
　　　　　　1025組の中学生2009調査　　　　　　とその母親
「過剰適応はいわゆる「よい子」に特徴的な自
己抑制的な性格特性からなる「内的側面」と他
者指向的で適応方略とみなせる「外的側面」か
ら構成されている」「本研究の過剰適応は，客
観的な適応度が高いか否かではなく，高めよう
とするか否かという‘subjective’な側面を含ん
でおり，…」
過剰適応尺度（石津，2006）をその指標として，
気質と養育態度，学校適応との関連を検討した。
分析の結果，養育態度や気質の影響を受けた「内
的側面」によって「外的側面」が生起するモデル
の適合度が相対的に高いことや，温かな養育態度
は男女ともに内的側面に負の影響を与えることを
報告している。一方，「内的側面」が高くとも
「外的側面」が高くならない類型が見られること
から，因子間の階層性を用いることには柔軟に対
応する必要があると考察している。
　　　石津・
3－13　　　安保 2010　調査　中学生341名
「石津（2006）は「両親や友人，教師といった
他者から期待されている役割・行為に対し，自
分の気持ちは後回しにしてでもそれらに応えよ
うとする傾向」を過剰適応傾向と定義し，…」
過剰適応尺度（石津，2006）をその指標として，
知覚されたソーシャルサポート，学校ぎらい感情
との関連を検討した。その結果，過剰適応傾向群
では，種々のサポートと学校ぎらい感情の間に有
意な相関が見られなかったことを報告し，過剰適
応傾向の高い子どもには知覚されたソーシャルサ
ポートがそのままサポート効果をもつとは限らな
いと考察している。
3－14　　　金築
金築・
　　　　2010調査　大学生151名
「個人が生きている社会や環境に対する適応を
意味する外的適応が過剰である一方で，心的状
態が安定している内的適応が困難に陥っている
状態（桑山，2003）」
過剰適応尺度（桑山，2003）をその指標とし，
向社会的行動との組み合わせにより不合理な信念
および精神的健康度に差異が見られるかどうかを
検討した。分析の結果，向社会的行動と過剰適応
傾向がともに高いタイプは，過剰適応傾向が低い
タイプより不合理な信念が高く，精神的健康度が
低いことを報告している。
3－15　齊藤　　2010　調査　大学生130名
「自己の意思を主張することに自信を持てず，
他者に影響されやすい状態を保ち自律せずにい
ること」
「本研究で扱った過剰適応とは，いわゆる母親
に心理的に離乳できておらず，自律性が低いこ
とである」
過剰適応尺度（桑山，2003；益子，2008）をそ
の指標として，母子関係との関連を検討した。そ
の結果，男性では母子関係の得点の高低によって
過剰適応得点に有意差は見られなかったが，女性
では母親からの「信頼・．承認」関係において有意
差が得られたことを報告している。
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3－16　山田　　2010調査　大学生409名
「『よい子』のように自分の感情や欲求を無理に
抑圧してでも，周囲の期待や要求に応える努力
を行い，表面的には社会に適応しているように
見える傾向」
過剰適応尺度（石津，2006）をその指標として，
ソーシャル・スキル，見捨てられ抑うつとの関連
を検討した。分析の結果，過剰適応群のソーシャ
ル・スキルについての自己評価は低く，自己の異
質感や他者と親密な関係を築くことの恐れ，そう
した体験をする自分に対する空虚感を感じている
ことを報告している。
　　　加藤・　　　　　　　2011調査　中学生199名3－17　　　神山ら
「過剰適応について，石津（2006）は「環境か
らの要求や期待に個人が完全に近い形で従おう
とすることであり，内的な要求を無理に抑圧し
てでも，外的な期待や要求にこたえる努力を行
うこと」と定義している」
過剰適応尺度（石津，2006）をその指標として，
過剰適応傾向がス．トレス反応に与える影響を，情
動反応，認知・行動反応，身体反応というプロセ
ス・モデルから検討した。分析の結果，「関係性
重視」は「抑うつ」に関与することや，「自己不
全感」はストレス反応の生起に大きく関与するこ
とを報告している。他方，「自己抑制」はストレ
ス反応に影響を及ぼしていないため，自己抑制的
性格特徴がストレス反応を高めるわけでないこと
をも示唆している。
3－18尾関 　　　　　　大学生および短2011調査　　　　　　大生345名
「環境からの要求や期待に個人が完全に近い形
で従おうとすることであり，内的な欲求を無理
に抑圧してでも，外的な期待や要求に行うこと
（石津・安保，2008）」
過剰適応尺度（石津，2006）をその指標として，
過剰適応の内的側面によって，外的側面や集団ア
イデソティティ，自尊心に差が見られるか否かを
検討した。その結果，内的側面に起因する外的側
面の差はみられなかったことを報告し，大学生の
場合は，内的側面の結果として外的側面が生じる
わけではないと考察している。また，外的側面は
集団アイデンティティを向上し，それは自尊心に
つながるが，これは内的側面の高さにかかわらず
見られることを報告している。
3－19　石津　　2012　調査　中学生308名
「両親や友人，教師といった他老から期待され
ている役割・行為に対し，自分の気持ちは後回
しにしてでもそれらに応えようとする傾向」
過剰適応尺度（石津，2006）をその指標として，
「自己視点」「重要な他者視点」から見た「理想自
己」「現実自己」との関連を検討した。その結果，
過剰適応群では他者から見た現実自己と理想や期
待される自己との差異は適応群や非適応群より大
きかったことを報告している。
3－20　　　堀ら
臼倉・
　　　2012　調査　大学生160名
「周囲の期待に応えるために内的欲求や感情を
抑制することで高い外的適応を維持しており，
内的適応と外的適応のバランスが崩れた状態に
ある（桑山，2003）」
過剰適応尺度（桑山，2003）をその指標として，
ソーシャル・スキルとの関連を検討した。その結
果，ソーシャル・スキル高群内の，過剰適応高者
のソーシャル・スキルと過剰適応低者のソーシャ
ル・スキルには，差がないことを報告している。
を反映する」内的側面という2側面が抽出されることが明らかにされている。いずれの尺度の2
側面とも，その内容から外的適応と内的適応に相当すると考えられるため，これらの尺度は，過剰
適応を2側面から捉える定義を反映しているとみなしてよいであろう。
このように，本項で概観した研究における過剰適応概念は，過剰適応を外的適応の側面からだけ
でなく，内的適応の側面からも捉えようとしており，測定指標もその定義に合致するようになって
きているといえる。
過剰適応研究の現在
以上，過剰適応の先行研究を，①過剰適応概念の萌芽の時期，②病前性格としての過剰適応に着
目した時期，③過剰適応を主題として設定した時期という，3期に分けてレビューした。そして，
過剰適応が心理的問題の要因の1つとして注目された時期（②期）は，特に臨床研究において，
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過剰適応を外的適応の著しさであるとみなしてきたが，過剰適応を主題とした研究が行われるよう
になって以降（③期）は，外的適応に加え，内的適応の低下という側面からも，過剰適応を考える
ことが多いことを指摘した。
　これは一見，過剰適応を異なる見地から捉えているように思われるかもしれない。しかし，②期
では，臨床研究であり，そもそも内的適応が低下した人々を対象としているため，内的適応の低下
が前提とされている。それに対して③期では，内的適応が低下しているかどうかが一見して明らか
ではない健常群の人々を対象とするため，内的適応に目を向ける必要性が生じたのだと考えられ
る。これらの見解は，ともに過剰適応傾向を「外的適応が高く内的適応が損なわれた状態」を想定
しているのだと捉えられる。
　また，初期の過剰適応研究では，過剰適応の定義は，外的適応を特徴とすること以外に共通点は
なく，研究者ごとにさまざまな定義がなされていたが，近年の研究では，桑山（2003）や石津
（2006）の定義のように，複数の研究で用いられる過剰適応の定義が登場しており，過剰適応の定
義の多くはこれらに類似した内容となっているといえる。
　このように，過剰適応研究におけるこの概念の定義は，おおむね「外的適応が強く，内的適応が
損なわれた状態」を表すものとして，共通理解を得てきているといってよいように思われる。
　さらに，このような考え方は，現在，おもに使用されている過剰適応の測定尺度にも見ることが
できる。近年の過剰適応研究で，もっとも使用されている尺度の1つである桑山（2003）の過剰
適応尺度には，「対他的側面についての特徴」を表す「対他因子」と，「対自的側面についての特徴」
を表す「対自因子」という2側面があり（桑山，2003），同じ程度に頻繁に使用されている石津
（2006）の過剰適応尺度には，「他者志向的で主に行動レベルから捉えられる」外的側面と，「個人
の特性的な内的側面を反映する」内的側面という2側面があることが指摘されている（石津ら，
2008）。これらは，過剰適応を外的適応と内的適応の2側面から捉えようとしているといえるだろ
う。
　このように，現在の過剰適応研究におけるこの概念は，それまで研究者ごとに定義がさまざまで
あったという問題を乗り越え，外的適応と内的適応の2側面の関係から構成されるという共通理
解が得られてきており，その傾向を測定する尺度もその定義を反映して，過剰適応を外的適応と内
的適応の2側面ゑら捉えようとしていることがうかがわれる。したがって，このような2側面で
構成される過剰適応概念が，現在の過剰適応研究における標準的理解であるということができるだ
ろう。
過剰適応研究の今後の課題
　上述したように，現在の過剰適応研究は，それまで研究者ごとに定義がさまさまであったという
問題を乗り越えて，外的適応と内的適応の2側面の関係から構成されるという共通理解が得られ
てきており，測定においても，それらの両面を測定する尺度が用いられてきているといえそうであ
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る。しかし，その構成概念の内容を吟味すると，今なお研究者によってさまざまな差異があり，そ
れがいくつかの点で問題になりうると思われる。以下では，現在の過剰適応概念がどのような点で
問題なのかを指摘し，今後，過剰適応概念を整理する際の指針を示したい。
外的適応と内的適応の一次元モデルの問題
　第1に，これまでの過剰適応概念は外的適応と内的適応の関係を一次元的に捉えるモデル（外
的適応と内的適応を一次元上の両端にあると仮定し，一方が向上すると他方が低下すると考えるモ
デル）で考えられてきているが，このモデルでは一部の適応的な人を過剰適応的とみなす可能性が
あり，過剰適応者への有効な援助につながらない可能性がある。
　過剰適応概念の萌芽（①期）以来，過剰適応は適応理論に基づき，外的適応と内的適応の調和が
崩れた状態であると考えられてきた（北村，1965；福島，1989）。このように考えたとき，さらに
問題となるのは，「調和が崩れた状態」とはどのような状態を指すのかということである。
　従来の過剰適応の概念では，外的適応と内的適応は，一次元的な関係性にあることを前提に捉え
られてきたと考えられる。たとえば福島（1981a）は，望ましい適応について，「要求と抵抗，期
待と不満という背反する二要素のバラソスを主体的に調節すること」が必要であると述べた。ここ
では，外的適応と内的適応の関係性は，外的適応が向上すると内的適応が低下するという，両者の
せめぎ合いによって表されるものであり，外的適応と内的適応がともにほどほどの状態が，適応だ
と捉えられることが示唆されている。これは，外的適応と内的適応の関係性を一次元的に捉えた，
一次元モデルである。
　この一次元モデルは，過剰適応者に対する援助方法にも反映されているように思われる。従来の
ように，外的適応と内的適応を一次元的な関係性と捉えるならば，外的適応が強い過剰適応者への
援助は，外的適応を低減することで内的適応を高めようとする方針をとることになる。実際，この
ような主張や援助方針は，宮本（1979），中野ら（1994），沼田（1994），井上ら（2000），深尾
（2003），小山（2008），森下ら（2011）において見られている。これらは，外的適応と内的適応の
間に一次元的な関係を仮定するために，過剰適応の強すぎる外的適応を「内的適応と調和した状態」
に戻そうとした研究だったといえるだろう。このことから，従来の過剰適応研究は，概念規定のみ
ならず援助方針においても，一次元モデルによって考えられてきたと考えられる。
　しかし，このような捉え方をするならば，外的適応が良好であることが不適応なのかという疑問
が生じる。たとえば，他者の期待に応えようと頑張る人の中には，本心からそうしたくて，頑張る
人がいるであろう。また，他者に貢献することを自らの使命と捉え，その使命を達成しようとする
ことに満足感や充実感を得る人もいるかもしれない。このようなとき，外的適応と内的適応の関係
を→次元的に捉えるならば，たとえその人が他者の期待に応えたり，自らの使命を果たしたりする
ことによって満足感や充実感を得ていたとしても（っまり，内的適応が高くても），外的適応が高
いために過剰適応であり，不適応的であるとみなされるという問題が生じる。
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　また，前述した外的適応を低減させるような介入には，難しい側面があるようにも思われる。第
1に，外的適応を低減することの困難さが挙げられる。たとえば，中野ら（1994）は，過剰適応か
ら心身症（消化性潰瘍）を発症した中年期患者に対して生活指導と行動変容を行ったクライアント
が，「寛解と憎悪を繰り返し，難航するものが少なくない」と報告している。第2に，外的適応を
低減させる介入が奏功した結果，外的適応を損なう可能性がある。たとえば，井上ら（2000）は，
過剰適応的な適応様式が修正された結果，クライアントが勤めていた職場を退職した事例を報告し
ている。
　このように，外的適応と内的適応の調和を一次元モデルで捉えた概念には，外的適応と内的適応
がともに高い人をとらえきれないという限界があり，援助を行う上でも，難しい側面があると考え
られる。したがって，外的適応と内的適応の関係性を，別の観点から検討する必要がある。
外的適応に主観的努力という視点が明示されていないという問題
　第2に，これまでの過剰適応の外的適応の概念では，第三者から見て優れた環境適応をしてい
ることを過剰適応とみなす傾向が強く，本人は環境適応のために努力をしているが，結果的に適応
が平均的だったり，できなかったりするような過剰適応者の存在が，見落とされがちであったとい
う問題がある。
　過剰適応の多くの先行研究では，外的適応，すなわち環境への適応という側面を考えるにあた
り，第三者から見て優れた適応を達成しているということが重要視されており（たとえば，村山，
1995；高田，1999；田中，2006），過剰適応研究における外的適応とは，しばしば第三者によって
観察されうる行動についての言及であった。
　このような捉え方をすると，第三者から見たときに優れた外的適応をしているとはいえないが，
本人としては外的適応の努力を行っているために内的適応の問題が生じているような過剰適応者の
存在が，考慮の外に置かれてしまう。しかし，実際に，第三者から見て社会適応が優れているとは
いえないが，過剰適応して心理的な問題を呈している場合もあり，それを指摘している論考も存在
する（たとえば，谷，1982；深尾，2003）。
　このように，いくつかの先行研究では，第三者から見た場合の外的適応が特に良好とはいえない
人においても，外的適応のための努力を行うことによって心身の健康を損なうという現象を，過剰
適応と呼びうることが指摘されている。そのため，過剰適応における外的適応を論じるうえでは，
第三者から見た優越性を重視するべきなのか，それとも本人自身の努力という主観的な視点を重視
するべきなのか，議論する必要がある。
外的適応に「自己抑制」を含むべきかどうかという問題
　第3に，先行研究において，自己主張を抑制する傾向（自己抑制）を外的適応に含む研究が多
数である一方で，内的適応に含む研究も登場しつつあるため，「自己抑制」を外的適応に含むべき
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か，内的適応に含むべきかという問題がある。
　従来，自己主張を抑制する傾向は外的適応の側面に含まれてきた（たとえば，井上ら，2000；
飯田，2011）。一方，石津ら（2008）は，中学生を対象に，自己抑制的な傾向を内的適応の側面に
含む階層的因子分析を行ったところ，モデルの適合度が許容される値になることを理由に，「自己
抑制」を内的適応の側面に含めて考えている。
　このように，「自己抑制」的な特徴を外的適応に含めるのか，内的適応に含めるのかについて
は，先行研究間で一致した見解が得られていない。これは内的適応の構成概念とも関連する問題で
あり，この点を検討する必要がある。
内的適応の指標としての自尊感情の問題
　第4に，健常群を対象に過剰適応研究を行う場合，内的適応の指標として自尊感情を用いる
と，外的適応と負の関連が示されなければならないにもかかわらず，実際にはそうではない場合も
見られる。これは，内的適応の指標として自尊感情を用いることに問題があることを示している。
　前述のように，過剰適応研究で内的適応の指標が使用されるようになったのは，一見健常とみな
される人々を対象とするようになってからであった。過剰適応尺度において，内的適応を表す因子
（桑山（2003）が「対自因子」と呼ぶ因子や石津（2006）が「自己不全感」と呼ぶ因子）の質問項
目は，ともに「自分に自信がない」などの項目で構成されており，内的適応の指標として自尊感情
（Self－Esteem）の低下が扱われていることが理解できる。そもそも自尊感情は，心理学の研究にお
いて，心理的な適応の指標として頻繁に用いられている概念であることからも，内的適応の指標と
して自尊感情を活用することには，一定の意義があると考えられる。
　過剰適応の内的適応を考える場合には，健常群を対象とした研究では自尊感情に着目した研究が
多い。しかし，過剰適応の内的適応の指標として自尊感情を用いることには問題がある。それは，
自尊感情と過剰適応の外的適応指標との関連が，必ずしも一貫していないからである。過剰適応の
内的適応の指標として自尊感情を用いるならば，「外的適応が過剰なために内的適応が困難に陥っ
ている」という過剰適応の定義から，外的適応と自尊感情との間には負の関連が示されなければな
らない。しかし，近年，必ずしもそうとは限らないことを示す知見が蓄積されつつある（たとえば
尾関，2011）。
　このことは，過剰適応における外的適応と自尊感情の関係において，内的適応を示す概念として
自尊感情をそのまま用いることの限界を示している。したがって，内的適応の指標として自尊感情
を用いる場合には，その内容を吟味する必要があると思われる。
外的適応と内的適応の川頁序性の問題
　第5に，先行研究では外的適応の強さが内的適応を損なうことを仮定する研究（たとえば，桑
山，2003）と，内的適応の低下が外的適応を過剰にとらせることを仮定する研究（たとえば，石
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津ら，2009）の2つが存在している。これを踏まえて，外的適応と内的適応の順序性を検討する
必要がある。
　臨床研究において，外的適応を特徴として論じられてきた過剰適応傾向は，心身症の病前性格と
いわれるように，さまざまな心理的問題につながると考えられてきた。これは，外的適応の強さが
内的適応を低下させるという順序性を仮定した考え方である。桑山（2003）による定義（「外的適
応が過剰なために内的適応が困難に陥っている状態」）にも，この順序性が反映されているといえ
る。
　他方，石津ら（2009）は，過剰適応の外的適応と内的適応の順序性について，Oleson，　Poe－
himann，　Yost，　Lynch，＆Arkin（2000）が「自己不信」を「様々なコーピソグ方略や行動の起因と
なる」と想定していることを踏まえ，「内的側面が一次反応であり，その一次反応を踏まえた上で
二次的反応である適応方略としての外的側面が生起すると想定することができる」として，内的適
応の低さが外的適応をとらせるという順序性を仮定した。そして，中学生を対象とした調査から，
内的適応と外的適応の間に順序性を仮定しないモデルよりも，順序性を仮定したモデルの方が，適
合度が高かったことを報告している。
　このように，外的適応と内的適応の順序性について考えるとき，先行研究には，外的適応と内的
適応の問に，①外的適応の強さが内的適応に影響を与えると仮定する研究と，②内的適応の低さが
外的適応をとらせると仮定する研究の2つが存在している。しかし，このどちらを仮定すること
がより妥当なのか，これまでは充分に吟味されてこなかった。したがって，この点を検討しなけれ
ばならないと考えられる。
類似概念との相違点が曖昧であるという問題
　第6に，先行研究では，過剰適応と「よい子」やroverachievement」などの類似概念が，しば
しばが混同して使われており，それらの相違点が曖昧になっているという問題がある。
　先行研究では，過剰適応は「よい子」と混同，あるいは同一視されることが多い概念であった。
過剰適応と「よい子」を区別せずに使用している研究には，殿岡ら（1994），桑山（2003），田中
（2006），石津ら（2007），山田（2010）があり，過剰適応と「よい子」がしばしば混同または同一
視されていることを示している。
　また，過剰適応に似た概念として，「overachievement」という概念がある（01eson　et　al．，2000）。
この概念は「生来の能力に不信を抱き，同時によい業績をとるために異常なほど努力を示すもの」
と定義されており，この状態は沼田（1994）が報告した「過剰適応のため，とりかつれたように
仕事をして」いたクライアントの様子に類似している。すなわち，「overachievement」な状態を1
つの過剰適応の形態とみなしている研究があり，ここには過剰適応とoverachievementの概念の
混同が見られる。
　このように，過剰適応には「よい子」やroverachievement」という類似概念が存在しており，
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それらと過剰適応の相違点は，明確にされているとは言いがたい。したがって，過剰適応の研究を
行う上では，この点も検討していく必要がある。
　このように，従来の「過剰適応」概念には，①外的適応／内的適応を一次元的に捉えているため，
両方がともに高い人を仮定できないという問題，②外的適応に主観的努力という視点が明示されて
いないため，努力しているが外的適応が優れていない人を過剰適応者と認識しにくいという問題
③「自己抑制」を外的適応に含むべきか，内的適応に含むべきかについて，意見が分かれていると
いう問題，④内的適応の指標として一般的な自尊感情を用いると，必ずしも外的適応と負の関連が
示されないという問題，⑤過剰適応における外的適応と内的適応の順序をどのように仮定するの
か，意見が分かれているという問題，⑥過剰適応と「よい子」やroverachievement」などの類似
概念との相違が曖昧であるという問題がある。これらの点の検討は，今後の課題といえるだろう。
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